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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日ＳＳＴ研修実施予定

· 本日監査の事前打ち合わせ実施予定。3/5に向けて準備を進めていく

· 2/29、法人研修実施予定の為、出欠入力する事。3/1にビデオ研修実施。

· 3/6・7、院内研修実施予定。出欠入力すること。

· 来週、外来通院患者様（小平祐子様）のデイケア見学予定者あり。

＜退院報告＞

植村　廣隆様（30）アルコール依存症

2/23退院。今後はデイケアを利用する予定としているが、利用目的や期間は定まっていない。就労も考えている様子だが、今後の方向性や段取りは不明。

入院時の検査の結果、IQが75と低値。説明が上手く飲み込めない事や、こだわりの強さが見られている。内服を行う理由としては、「テンションをあげる為に飲んでいる」と薬剤への依存性と見られる発言が聞かれている。アルコールは飲みたくなる時があると話しているが、対処法は知識としては持っている。

＜新規患者様予定＞

中村フミ様（75）女性　月曜日受診予定

主訴：緑内障の罹患後より抑うつ感情が強まり｢眼が見えなくなった｣｢もう駄目だ｣等と頻回に訴えるようになる。緑内障は進行と同時に活動性が低下。

H21年頃より水道･電気･ガス等の消し忘れやその他の自身が行った行動を忘れることが目立つようになる。その後､認知機能及び視力は更に低下。H22年頃､自宅のテラスから屋外へ出て、長時間立位していることがあるが、｢眼が見えなくなって間違えた｣と話していた。その後も上着を穿こうとすること等があり鈴木内科医院へ相談し、みかわ神経内科を勧められて受診。認知症と診断されて通院を継続していくこととしていたが、本人が強い拒否･抵抗を示して以後通院は継続されず、認知症に係る諸検査は実施されていない。その後、入浴･保清は周囲の介助を要する様になり、H23年2月頃より通所デイケア｢ケアステーション浄信館｣へ週に2回の利用を継続。
H24.2.3(18:00)自宅から屋外へ出て1時間程座り込んでいることがあるが、本人は｢台所の電気を消したらドアが分からなくなった｣と説明。両手指の凍傷あり､おくでら整形外科クリニックにて治療。その後､｢そこにいる｣｢玄関に男の人が立っている｣等と実際と異なる発言があった。興奮性･攻撃性を示すことはなく､睡眠も概ね安定している。家族が上記症状及び行動についてかかりつけ医の鈴木内科医院へ相談。認知症の検査･診断、治療を目的として当院受診を勧められ受診予定となっている。
＜利用者様情報＞

· 本多　富美様～22日の外来受診に本人が来院せずお父様が代行受診。お父様から生活状況を

確認すると、火・水曜日以外は飲酒しており、飲酒量としては1日でウイスキー（40度）ストレートを750ｍｌ程で食事も充分に摂取せず、日中から飲酒している様子。酒は、自分で購入することもあるが、お母様にお金を渡して購入を依頼し、お母様も本人の希望に応じて嗜好品を購入して渡しているとの事。日中は殆ど自室にて過ごし、酩酊時には歩行できずベッド上で尿失禁する様子もあり、ベッドメーキングや更衣はお母様が全て介助しているとの事。断酒についてはお父様の理解は得られるが、お母様が酒を購入し飲酒時には家族の前で飲むよう説明するなど、お母様にも説明が必要な状態。

21日には日中から自室にて飲酒しており、20：00ベッド上で喫煙し寝具に引火。本人が大声でお父様を呼び消火したが、両親からの注意にも思考のまとまりなく理解が薄かった様子。その後の飲酒量や睡眠については不明。

22日には両親から受診を促すが拒否しており、前日の消火について他罰的な発言が聞かれている。又、「死にたい」「ダンプに飛び込んで死ぬ」と希死的な発言が聞かれているが行動化されることはない。服薬の規律は守られず忘薬や怠薬が目立っている。

⇒22日の外来受診時に担当医からは、今後は入院も選択肢として考えるが、その前に訪問看護を利用する方向とすると話し有り。

家族に対しては、本人を一緒に勉強会を実施していく必要がある様子。又、本人は飲酒行動に走る理由として「家族と上手くいかなくて家に居辛い」と話している。本人と家族の訴えにも食い違いがある為、家の状況を確認する必要がある。

· 高田　マキ様～外来にてスタッフを指名して話し合いの希望有り、時間を指定して実施して

いる。デイケアのスタッフが信用出来ないと訴えており、静養室を利用している際に、隣で行っている会議にて自分の事を話して大声で笑っていたと報告されている。デイケアにも信用出来るスタッフは居る為、次回デイケア通所した際に相談してみると話している。本人へも言い方についてアドバイスしている。

本日話した内容は、特定のスタッフのみに伝えても良いと話されている。

＜栄養指導　内容報告＞

今週の実施者：鈴木　茂子様・種本　サハ様・庭野　弘樹様・浅坂　政美様

報告：浅坂　政美様

先週の聞き取りの際に、間食として食パンを3枚摂取していると話されている為、野菜を追加する事で血糖値の急激な上昇を抑えることが出来ることを説明している。

今週の指導にて、間食に野菜を追加しサンドウィッチとして摂取することで、食事を4食摂取している事と同じになってしまうことを説明。間食量を見直す必要がある事を伝えると、食パンを2枚に減らすことは可能と話されている為、実施するよう促している。

デイケアでの様子：指導内容が前週と異なったことについて不満が聞かれていた為、指導方法や内容の共有について検討して頂く

＜外来情報＞

· 川村　享　様～風邪を引いているが、無理にデイケア通所していると話す為、体調が悪い

ときには無理をしなくて良い事を説明している。

· 関　　秀治様～風邪症状は治ったと報告されている。最近体温が37.8度まで上昇し、夜間

救急を受診したが処方はなかったと報告されている。

· 久保　興介様～うみねこ幸房も周囲の人が自分を理解して話を聞いてくれないと訴えている。

デイケアではスタッフが話を聞いてくれるが、迷惑を掛けているのではないか気になって話をすることが出来ないと話されている。

· 田名部一樹様～お母様と喧嘩したことを報告されている。自分の質問に的外れた返答をされ

たことで口論となったとの事。

